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赤穂市立坂越中学校 第 ２ 号

き ら り
平成２０年４月１６日（水） 山根私たちは「きらり」と輝くんや

勉強がわかりたいんや！
ある学校で学級担任をしていた頃、こんな

内容が「生活ノート」に書かれていました。
「数学、英語、社会、理科などの授業中で、
友達がわかったように、得意げに、楽しそうに
発表しているのを見て、羨（うらや）ましく思
い、自分がちょっと情けなくなりました。同じ
１年生なのに、なんであの子が出来て自分がで
きひんのやろか？？」
このようなことを思っている人いませんか？
いると思います。同じ中学生だしね。
中学生は、どの子もみんな勉強がわかりたい

んです。何もわからないまま椅子にじっと座っ
ていることは、本当にしんどいです。
また、どの先生もみんな 「わかる授業」に、

向かって頑張っているんです。
（歓迎遠足：部活動紹介） ここで、勉強がわかるようになるための方法を

ある本を参考に考えたいと思います。
勉強がわかるために
・まず実行する
「畳（たたみ）の上の水練（すいれん 」ではうまくなりません。泳ぎは実際に水の中）

に入らねばできません。
「自転車を上手く乗る」ためには、実際に自分が乗って、何回か転（こ）けて、すりきず
をつくることが必要です。実行あるのみですね。勉強も同じです。問題に取り組み、何問
かやっていく中で、勉強のコツを自分自身の頭や手でがっちりと掴（つか）むんです。
・機敏（きびん）に動く
不思議なもので、歩行速度をアップするだけで頭の回転が速くなるそうです。ノロノロ

歩きはノロノロ運転になるそうです。人間の身体は、内部で全てつながっています。目と
耳、そして手足、更に頭脳、全てが一つのつながりの神経系統（しんけいけいとう）でし
っかり連絡されているのです。歩くスピードだけでなく、全てに機敏に反応すると、あな

時間が来れば素早く着席。ノートははやく美しく。勉強たの頭脳はもっと良くなります。
やスポーツで大切なのは手足、目耳、頭脳と三拍子そろった機敏さです。
・食事の好き嫌いをしていませんか
おうちの方が心をこめて作ってくださった食

事です。感謝して食べてください。特にカルシ
ウムは人間の活力、やる気、根気をつけるとい
います。逆に糖分の取りすぎ、ジュースの飲み
過ぎは折角（せっかく）のカルシウムを破壊し
てしまうそうです。また、タンパク質、ビタミ
ン、ミネラルもしっかり摂ってください。
・頭の中で絵が描けるまでしてみる。
数学の時間：正負の計算（加減乗除）で符号

、 、 、に注意しながら 計算がひとつ出来 二つ出来
それぞれの 、複雑な四則計算約束がつながって
が出来れば、もうしめたもの。バンザイ。
こういう瞬間がきます。その時、あなたの頭の
中に、完全に絵が描かれたのです。根気強くわ
かってしまうまでやりぬきましょう。 （歓迎遠足：ドッヂボール大会）
わかったらうれしいね。坂越中生、頑張れ！


